
超実践病院！
英語診療も身につきます！

病院説明会・見学の申し込みは病院HPのリンクから！
または

呼吸器内科 久山 kuyama.shoichi.yz@mail.hosp.go.jp
までご連絡を！！



岩国医療センター

• DPC Ⅱ群 3次救急病院

• がん治療拠点病院

• がんゲノム医療連携病院

– 病床数：471床
• 1日平均患者数(2022年)

– 入院：約400人、外来：約500人
– 年間救急患者件数：15903件 (43人/日)

救急車：4739件 (12人/日）

• 救命救急センター：24床、ICU：10床
• 初期臨床研修医

– 1年目11人、2年目12人



初期研修医内訳

•二年目

–8人男性、4人女性
出身大学：岡山8、島根2、山口1、産業1

•一年目

–9人男性、2人女性
出身大学：岡山5、山口3、広島1、愛媛1、
鳥取1



研修内容（実践重視）

• 実践重視の研修（気管支鏡、中心静脈確保，胸腔ドレーン挿

入など）

• 救急外来における初期対応から緊急手術や入院診療

• 米軍岩国基地診療所における研修2週間～（2年目希望者）

• 救急外来等でも英語しか話せない患者さんはよく来ます

• 病院見学では宿泊費・交通費 病院負担有り

• 職員官舎あります（1DK）（世帯持ちは3LDKも可）

• まずは手を動かし、経験をし、臨床を通じて学べる病院です

• 学会発表、論文作成も積極的に行っています



指導体制を聞きました

• Q1.研修医一人あたり何人くらいの指導医がいるか？
→内科研修は1診療科あたり1～2人でのローテーションになります。呼吸器内科で
は研修医一人につき1人の指導医で指導を行っています。また、それぞれの科での
救急指導など、指導医以外からの指導も充実しています。

• Q2.初期研修医が病棟でどのくらい責任を持ち、具体的にどのようなことをおこなう
のか？
→基本的に研修医が何かに責任を負うことはありませんが、ある程度できるようにな
れば研修医が指導医に方針の確認を行った上で治療方針をたてて実際に入院治療
を行っていくこともあります。当院では採血やルート確保は研修医の業務ではありま
せんが、救急外来での対応をすることは多く、そこで自ら志願して行うことが多いで
す。できる研修医は気管支鏡での生検まで行う研修医もいます。

• Q3.指導医からのフィードバックはいつどのような形でおこなわれるのか？
→呼吸器内科では、基本病棟回診は研修医がそれぞれ各々で行います。診察上、
気になったことなどがあれば、その都度指導医や病棟にいる他の上級医に質問し指
導を受けます。また内科全体のカンファレンス等でのプレゼン準備などもあり、カンフ
ァレンス前は指導医とプレゼン内容や考察などについて多くの指導が入ります。



当科で取得可能な専門医

• 日本内科学会 内科専門医

• 日本呼吸器学会 呼吸器専門医

• 日本呼吸器内視鏡学会 呼吸器内視鏡専門医

• 日本臨床腫瘍学会 癌薬物療法専門医

etc

スムーズに取得できるよう、スタッフが丁寧に指導します



主な連携施設

• 山口県： 柳井医療センター

• 広島県： 広島市立広島市民病院、広島西医療センター、福

山医療センター

• 岡山県： 岡山大学附属病院、岡山医療センター、岡山赤十

字病院、倉敷中央病院、岡山市民病院、倉敷成人病センタ

ー、中国中央病院、南岡山医療センター

• その他： 四国がんセンター



随時病院見学を募集しています

研修の詳細は病院HPをご参照ください

https://iwakuni.hosp.go.jp/kenshui-index.html

または呼吸器内科

久山 kuyama.shoichi.yz@mail.hosp.go.jp
までご連絡を！！

岩国城と錦帯橋
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